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資料１



薬学会webサイト
ここです。
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コア Core って？
ものの中心部。
中核。核心。

（広辞苑第六版 岩波書店）

●薬学教育モデルコア・カリキュラム ⑦
＝どの薬系大学でも確実に学ぶべき事柄

●各大学独自のカリキュラム ③
必修科目＆学生毎の自由度も（＝選択科目）

3

http://www.businessinsider.com/elements-in-earths-core-2017-1
http://www.businessinsider.com/elements-in-earths-core-2017-1


改訂の主なポイント
●「薬剤師として求められる基本的な資質」
● 「基本的な資質」前提に学習成果基盤型教育
●薬学教育と実務実習のカリキュラム一本化
● 「F 薬学臨床」は今後の薬剤師業務を想定し
大幅見直し。事前学習-薬局-病院実習の統合

●他の大項目は「F 薬学臨床」と体系的に関連
付けて教育できるよう見直し

● SBOsのスリム化

●モデル方略は示さない
事前学習77、
病院実習108、
薬局実習116 を

176に集約

処方設計/提案、
在宅、ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰ
ｼｮﾝ、ﾌﾟﾗｲﾏﾘｹｱ

など
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医療人養成のための
新しいカリキュラム

薬学部卒業時に必要な「薬剤師として求められる基本的な資質」

形式は現在の GIO／SBOs で示すが、
それは「資質」修得への評価・確認点

Outcome-based education (OBE)
学習成果基盤型教育

アウトカム（最終的な成果）の提示、
どこまで達成したか確認しながら学習する。
学習者がどこまで到達したかを総合的に評価しながら学習を進める。

＜資質を目指した学習目標の設定＞
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OBE
・分かり易さ
・一貫性

どんな資材を
どう組み合わせて…

まず完成図
設計図

建設
完成

Concept

7

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO17315720V00C17A6000000/
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薬剤師として求められる
基本的な資質
①薬剤師としての心構え
②患者・生活者本位の視点
③コミュニケーション能力
④チーム医療への参画
⑤基礎的な科学力
⑥薬物療法における実践的能力
⑦地域の保健・医療における実践的能力
⑧研究能力
⑨自己研鑽
⑩教育能力

---> 実務実習もそれを目指すまず完成図
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6年; 順次性のある らせん型カリキュラム

Harden1999

薬
剤
師

知識
技能

態度

繰り返し 拡げ高める学修（Harden 1999）

プロフェッショナリズム
薬学基礎科目

調剤の理解、法規

調剤の実践：
薬局→病院

調剤の
シミュレーション

５年：
実務実習

４年：
事前実習

２、３年：
講義、実習

１、２年：
講義、SGD

Ex) 学習アウトカム：医薬品の調剤ができる。
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コアカリを見てみましょう
• もくじ、策定方針 そして「資質」
• 本体

大項目 →中項目 →小項目
Ａ 基本事項
Ｂ 薬学と社会
Ｃ 薬学基礎
Ｄ 衛生薬学
Ｅ 医療薬学
Ｆ 薬学臨床
Ｇ 薬学研究

薬理、病態、薬物治療
医薬品情報、患者情報
薬物動態、製剤

薬剤師の使命、倫理
コミュニケーション
連携・協働、自己研鑽
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Ｆ 薬学臨床
【ＧＩＯ】 患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として
病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法
の実践と、チーム医療・地域保健医療への参画に必要な
基本的事項を修得する。

・代表的な8疾患 ・継続的に関わる

・早期臨床体験
・実務実習事前学習
・薬局実習
・病院実習 一貫して

（１） 薬学臨床の基礎
（２） 処方せんに基づく調剤
（３） 薬物療法の実践
（４） チーム医療への参画
（５） 地域の保健・医療・福祉

への参画 11



1.前） 調剤業務に関わる事項（処方せん、
調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱い
を法的根拠に基づいて説明できる。

2. 調剤業務に関わる法的文書（処方せん、
調剤録等）の適切な記載と保存・管理が
できる。 （知識・技能）

3. 法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適
正に実施する。 （技能・態度）

4. 保険薬局として必要な条件や設備等を具
体的に関連付けて説明できる。

Ｆ 薬学臨床
（２） 処方せんに基づく調剤
【①法令・規則等の理解と遵守】

大
学

薬
局

病
院

◎

◎ ○

◎ ○

◎

大項目
中項目

小項目
SBOs
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実務実習ガイドライン
１．薬学実務実習の在り方・目標
２．枠組み、要件
３．大学への指針
４．実習施設への指針
５．指導する薬剤師への指針
６．実習内容
７．評価
【別添１】実務実習の枠組み
【別添１】＜別表＞薬学実務実習における実施内容（例示）
【別添１】ガイドラインに基づいた

薬局－病院実務実習 実習機関の例示
【別添１】病院での望ましい参加・体験型実習（病棟実習）
【別添１】薬局での望ましい参加・体験型臨床実習
（参考資料）連絡会議について、連絡会議構成員名簿、ワーキンググループについて、ワーキンググループ構成員名簿

改訂コアカリを
生かすために･･･
実施のための指針
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• 「基本的な資質」の修得を目指す。「基本的な資
質」は、薬剤師としての生涯研鑽の目標である。

• 知識偏重の実習ではなく、参加・体験型学習を行う。

• 臨床現場で幅広く事例や症例を体験して、薬剤師業
務の意義・役割を理解する。

• 大学が主体的役割を果たし、病院・薬局間で重複す
る目標の指導を分担し、一貫性を確保することで、
学習効果の高い実習を行う。

薬学実務実習の在り方、目標
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実習施設への指針
●参加・体験型の質の高い実習を行うための環境整備
●学生の目標となる資質を有した薬剤師の育成
●施設として行っている必要がある：

チーム医療に積極的に取り組む先進的な業務
地域保健、医療、福祉等に積極的に関与する業務

●施設の全ての薬剤師が参加
●実習生が多くの患者等に接して幅広い薬剤師業務を
繰り返し体験する実習を実施

●大学と協議し、実習生の「実施計画書」を作成
●コアカリの意義・内容の把握や、指導能力の向上に
努める

指導する薬剤師への指針
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ガイドラインの考え方に基づく
連携のための「仕掛け」
●実習の枠組み
●実務実習実施計画書
●実務実習における評価･･･概略評価表
●Webツール
●教員による実習施設訪問
●実務実習成果報告会

〇事前学習やOSCEへの指導薬剤師の参加
〇（創薬・育薬における協働）
〇（社会人大学院生） など

大学が
主導する
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別添資料１より

4期のうち連続する2期、薬局→病院
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別添資料３より

→ 実習計画書に
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ＳＢＯ毎の評価

パフォーマンス（業務遂行能力）
総体の評価

●概略評価（ルーブリック表）
●日誌

評価の視点が変わる
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